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第 5回 神 奈 川 県 支 部 総 会 開 か れ る

本日 (3月 8日 )は御多忙な折 、多数の校友の方々、御出席下さりあ りがとう
こさいます。ここに第 5回支部総会を開催致 します。
・ 日 時  腱和62年 3月 8日 (日 )午後 4:00～
・場 所  ヨコハマプ ラザホテル (横浜駅東日)

住 所 横浜市西区高島  2-12-12
3  045-461-1771

・来 賓  谷岡武雄 総長
・ ア トラクシ ョン  ピクター専属歌手  岡 ゆうこ

八

61年 度 忘 年 大 会 も 盛 況 に 終 わ る
小西 和秀 (昭 42年理工 )

61年度最後の行事として、12月 7日 (

※
蟄
1種

謁i覇ぷ覇



昭和62年 3月 8日 (日)     り つ め い か な が わ   第 9号

第 5回  神奈川県支部総会開催にあたり、支部役員 (案 )。 昭和 61年度会計

報告・昭和62年度会計予算案・神奈川県支部のあゆみを提案・ 報告致 します。

○ 支 部 役 員 (実 )

顧  間  関日要三 (大14年専経) 小田切義雄 (18年文 )
支 部 長  勝田寛一 125年文 )
副支部長  西村弘 (26年経)岸本哲夫 (26年法)相沢良信 (30年理工 )
幹 事 長  斎藤寿弥 (η年経 )
副幹事長  茂山哲也 (31年理工)浜田平穂 (31年文 )
監  事  森田康夫 (19年目 織田陽司 (35年理工 )
幹  事  武  田  山 本   福 EE  上  田

小  野
都 築
泉

長谷川  山 下
長 浜   泉

事 務 局  浜 田

○ 昭和61年度 立命館大学校友会 神奈川県支部 会計報告  昭和62年 3月 8日
会 計  上田 隆

長浜隆文

昭和 62年度 立命館大学校友会 神奈川県支部 会計予算案

会 計  上田 隆
長浜隆文
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が｀支部の充実 した運営

・発展に結びつきます。

畑 願い致 します。
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○ 神奈川県支部のあゆみ
。支部設立にむけて

昭和57年10月神奈川在住の立命館校友名簿にもとづいて トーア蜘の相沢・福
田・浜田様が神奈川県支部設立の意見を求めるハガキを発送
・昭和57年10月 ～昭和53年 2月 世話人会・準備会
・ ク
“

年 2月 11日 神奈川県支部設立総会 於 :川崎日航ホテル
8年 3月 6日 議演会「徳川家康」 NEKチ ーフディレクター 大原誠氏
8年 4月 17日 美術鑑賞会 東京都美術館
8年 5月 8日 講演会 「政界放談」前衆議院議員 田中伊二次先輩
58年 8月 28日 講演会 「 日本人はどこからきたか」田辺昭三氏

“

年10月 16日 ハイキング 厚木高松山

※ りつめい神奈川 創刊号 。2号・ 3号・支部名簿発行
0昭和 59■F渥電
・ 昭和59年 4月 1日 第 2回支部総会  於 :ョ コハマプラザホテル
・ ク 59年 4月 15日 第 2回美術鑑賞会 東京都美術館
・ ク 59年 5月 13日 ～14日 第 1回ゴルフコンペ 於 :館山カン トリークラブ
・ ク 59年 6月10日 講演会  「 日本の仏像について」 淀井敏夫氏
・ ク
"年
7月 18日 よ り毎月第 3よ曜日に情報交換会 (仮称 )

・ ク
"年
10月 9日 第 2回ゴルフコンペ 於 :平塚富士見カン トリークラブ

・ ク 59年10月 21日 第 1回海つり大会  於 :片瀬江 ノ島 。相模湾
・ ク 59年 12月 9日 忘年大会 於 :横浜大飯店
・ ク ∞年 1月～ 3月 総会開催のため幹事会・準備会

※ りつめい神奈りl14号・ 5号発行
0昭和60年度
・ 昭和∞年 3月 21日
・ //60年 4月 7日
・ //∞年 4月 14日
・ ″ ∞年 9月 28日
・ ″ 60年10月 6日
・ //∞ 年 12月 8日
・ //61年 1月～ 2

※ りつめい神奈
':16号

発行

0昭和 61年度

″

ク

ク

″

ク

|    .= | :                        _       ―

第 3回支部総会 於 :横浜国際ホテル

重 :日皇非曇民基
べ

於↑其婆爵異踏庭

ン トリークラブ

ヨッ トの会  於 :江ノ島 =ッ トハーパー
第 4回 ゴルフコンペ 於 :沼津国際カン トリークラブ
忘年大会 於 :ホテル・ アスター
月 総会開催のため幹事会・準備会

昭和61年 3月 2日 第 4□支部総会 於 :横浜国際ホテル
ク 61年 4月 13日 第 5回ゴルフコンペ 於 :沼津国際カン トリークラブ
″ 10月 4日 ～ 5日 ヨッ トの会 於 :江ノ島ヨッ トハーパー
ク 10月 12日 第 6回ゴルフの会 於 :沼津国際カン トリークラブ
ク 12月 7日 講演会「チ リン峰を語る」重谷 務氏

忘年大会  於 :ホテル・アスター
※ りつめい神奈り117号・ 8号 。号外発行

0昭和 62年度
・昭和62年 3月 8日 第 5回支部総会 於 :ヨ コ ′ヽマプラザホテル
)く  講演会・ゴルフコンペ・ ョッ トの会・ つりの会・ マージャンの会・
第 3水曜日の会・ 忘年大会 等を計画していますので本年も多数 の
御参加を御願ぃ致します―,
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★★★ 魅力あるふるさと一一 わたしと
l●Iづ くり論で昭61年度エ ツセー読売質を

受賞した山本由美子さん (昭囀年法卒}が今 まで各紙に投稿掲載された原稿
をこのたび一冊の本にまとめ出版 した。思想や意見が濃縮されていて一読に

値する本である。題は「原稿用紙は友だち」

著者略歴 :1951年 徳島県生まれ。尼崎市立塚口小学校、同塚口中学校、

大阪府立北野高校、立命館大学法学部卒。現在、ライター兼エディター。

著書「愛をありがとう」 「蒲島太iS」   「聞き耳頭巾」
'「はあとにごちそう」 「新少女の重話 i
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立命館大学では

本年度より理工

学部に情報科が

新設され、また

63年 4月には国

際関係学部が新

設される。

総合大学として

ますますの発展

が期待 される。

朝日アマ将棋

全国大会開催される

朝日新聞社主性の「 第10回朝
日アマチ ュア将棋名人戦」全

国大会は 2月 22、 23の両 日に
わたり東京 。有楽町駅前の朝

日新聞記念会館で開催された。

立命館大学から 3年連続近畿
代表がでているが、文学部 2

回生の浜信一郎君は惜しくも

敗退 した。
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昭和 62年 3月 8日 (日 ) り つ め い か な が わ 第 9号

東 大 出 身 社 長 や
倒産企業調査

強  レヽ

法政や中央大出身の社長がいる企業はこ
年で10%近くが倒産、社長が東大出身の企業
倒産率は三%弱―― 。民間の信用調査機関
京商エ リサーチ」の調査でこんな結果が出た。
社長にな った卒業生が多い大学の出身者ほど

産の憂き目に適 った人が多いということらしい
のだがの同社 のデータ 。バンクが2年 1月から
う1年 7月 までの間に集録 した約60万社 のうち、
倒産した四万三千四百八十三社 の社長を学歴、
大学別にみたもの.それによると新制高卒
%で最も多く、これに大卒26%、 旧制高小卒
%と続いていた。さて立命館は・・・。
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各 担 当 者 か ら の お 願 い

○ 会費払込みのお願い (会計担当   上 田 )
会員一人ひとりの会費が、支部の充実した運営・発展 に結びつくことと
御認識のうえ 皆様 の御支援・御協力を御願い致します。
振込先は 下記いずれの機関を通 じても結構です。
(1)銀 行  横浜銀行 横浜駅前支店

普通預金  No8 2 5 2 29
(2)郵便局  横浜中央郵便局

振番 目座  t横 浜 5-10799
※ 口座名はいずれも「立命館大学校友会神奈川県支部」

(3)現金書留 下記事務所まで
〒221 横浜市神奈川区鶴屋町 2-21-9

三善ビル トーア蜘横浜支店内 浜田平穂
(昭和62年 3月 8日総会出席の方は、当日の会費に含まれています。
昭62年 3月 8日 ～昭63年 3月 31日有効 ¥3,000)

○ 勤務先・住所など変更の時は事務局まで御連絡下さい。
(名簿担当  登 チ|1  都 築 )

求人・求職の募集を致 します。事務局へ御連絡を !

協賛広告を御願い致します。

０

０

°
重3言長釜if:i百三美3層338[字ン薦皇だ省厭モヨ喜員ぉ露響E
たら、お寄せ下さい。

:   (広 報担当  武日、上田、都築、山下、長浜、泉、長谷川〉
L…………__             ________― ^ 

―
――― ―‐―――――― ―



近未来を見つめるライフ・デザイナー

主な事業内容

アパ レル

宝石貴金属

毛皮
∨

化粧品

呉服

出版

健康関連

貿易

外食

総合不

V

本   社 :大阪市大淀区中津 1丁目6-24(世界長ビル)
〒
"1電
話 106(372)4051(代 表)

東 京 本部 :東京都港区南青山 2丁目24-15(タ ワーアネックスピ,レ )
〒107電話 :“ 1423)2811(代 表 )

横 浜 支 店 :神奈川県横浜市神奈サ|1区鶴屋町2-21-9(三善ビル)
〒21電話 :“5(312)1321(代 表)

京部営業所 :京都市下京区松原西堀||1西入ル北「¬前町761(セ ントラルビル2F)
〒600電話 :075に01)8726(代表)

神戸営業所 :帯戸市中央区明石町18(大 日明石ビル3F)
〒FI●o電話 :078(392)l191(代表)

代表覇締役社長 相澤 良 信 (昭和30年理工 )


